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生まれは西か東か
一平城京出土の備前産須恵器の胎土分析一

内而回転ナデ。内面に墨が付着し、硯として使用してい

る。また漆もわずかに付着◎ 備前。

平城宮馬寮東方地区S K 5 2 8 3 出土資料：６は灰白色。黒色

砂粒を含む。一部に和がかかる。つまみは半球状。頂部

を回転ケズリ、他は回転ナデで内面中央部を不定方向に

ナデ。備前。７は灰色◎ 黒色粒子がロクロの回転方向に

沿ってはしる。つまみはわずかに中央が高くなる形態。

頂部を回転ケズリ、他の部分は回転ナデ。備前。８は明

灰色◎ 黒色粒子を含む。つまみは中央が高い形態。頂部
を回転ケズリ、他を回転ナデし、後に内面中央部を不定
ナデ。備前◎ ９は灰色。外面に灰がかかる。つまみはそ

ろばん玉状。頂部を回転ケズリ、他の部分は回転ナデ。

備前か。１０は灰白色。外面に灰が付着。つまみは欠失。

頂部を回転ケズリ、他の部分は回転ナデ。備前。１１は明

灰色。つまみは中央が高い。外面頂部からかえり近くま

で、転ケズリ。他の部分は回転ナデの後、内面中央に一

定方向のナデ。内面に重ね焼きの痕跡。美濃◎１２は灰色。
黒色粒子がロクロの回転方向に沿ってはしる。つまみは

中央が低くなる形態。外面は回転ケズリ後に回転ナデ。

内面は回転ナデ後、中央部に不定方向のナデ。１３は灰白

色。黒色砂粒を含む。つまみは中央が高い。外面頂部は
回転ケズリ、他は回転ナデ。美濃◎ １４は灰白色◎ つまみ

は上面が平坦になる。かえりの上を一周回転ケズリ。他

は回転ナデ。備前。１５は灰白色。黒色粒子を含む。外面

に和が付着する。つまみは欠損している。外面は頂部か
らかえりの近くまで回転ケズリ。他の部分は回転ナデ。

焼けひずみが大きい。備前。

なお１．３については「平城京左京二条二坊・三条二

坊発掘調査報告』（1 9 9 5 ) 、６～1 5 については「年報1 9 9 9 -

Ⅲl を参照頂きたい。

はじめに平城京には各地から豊富な物資が運び込まれ

る。須恵器はそれ自体の調納だけでなく、漆などの容器

といった多彩な経緯によってもたらされたことが明らか

になっている。それゆえ律令国家における物資流通の実

態を捉えるための格好の資料であり、前提として生産地

の検討が不可欠である。現在６グループ( 群別）に分類さ
れているが、未だ範嬬に入らない個体も多く、研究の深
化が必要とされる。

1 9 9 8 年の研究集会「古代律令国家の須恵器調納制を考
える」にて、生産地の研究者と、意見を交換し資料を検

討する機会をもち、多くの示唆を得た◎ 中でも備前産と
美濃産の須恵器の、製作技法や焼成の類似が指摘された。

多角的な検討が必要となってきている。

岡山理科大学の亀田修一・白石純両氏より、寒風窯産

須恵器の研究の一環として平城京出土資料を対象に胎土
分析の希望があり、備前産・美濃産に比定される資料を

提供した。その結果、両生産地の識別が可能であるとの

見解を頂いた。本稿では資料と分析結果を紹介し、須恵
器の産地を考える上での参考に供したい。

分析資料の観察分析資料は1 5 点である。その内の杯蓋
( １．３．６～1 5 ) の特徴と産地比定について述べる。

二条大路S D5 1 0 0 出土資料: . ｌは明灰色の色調である。胎

土中に黒色粒子を含む。つまみは中央が低くなる形態を

呈する。外面は頂部を回転ケズリ、他の部分は回転ナデ

を施す。特徴から備前産と判断した。

長屋王邸S D4 7 5 0 出土資料：３は青灰色。外面に斑点状に

灰がかぶる。つまみは中央が低い形態◎ 頂部回転ケズリ、

1 月
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図１分析資料実測図（Ｓ＝１：４）
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表生産地試料分析結果（上）と今回の分析結果（下）
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図２生産地試料の比較

分析方法と結果理化学的な胎土分析は蛍光Ｘ線分析法
による。まず寒風窯跡群、及び美濃須衛窯跡群( 老洞窯跡
群・尾崎大平１号窯跡）出土資料について分析を行った
( 表) 。両者の間でチタン（T i ）とカルシウム（Ca）の元素
量に差異が見られる。この２元素を取り上げて散布図を
作成すると、試料の分布がほとんど重なることがなく、
識別が可能である（図２) 。

平城京出土試料をこの散布図の領域に重ね合わせると
( 図３）、この内４～８．１２．１４．１５の各資料が寒風窯跡
群、９～１１．１３が美濃須衛窯跡群の各領域に含まれること
がわかる。１．３は領域外であるが、寒風窯の領域に近く、

分布域が広がる可能性もある。２は資料本体の分析がで
きず、良好な結果は得られなかった。
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図３平城京出土須恵器の分析結果

まとめ平城京をはさんで西と東に位置する備前、美浪
両生産地からの須恵器を、胎土分析によって分類するこ
とを試みた。考古学的な遺物の観察による産地比定とも
おおむね一致しており、比定の蓋然' 性を高める結果とな
った。これらの方法は一方があれば良いというものでな
く、今後互いに併用していくことで、資料の分類方法を
洗練していくことが必要である。

分析を通じて、消費地にもたらされた須恵器生産地別
の製品の特徴の把握や、製作技術の類似・差異の比較が
可能になる。これらの成果をもとに、群別による須恵器
の流通の実態や、製作技法からみた各生産地の技術移転
を明らかにしていきたい。

（金田明大・川越俊一・玉田芳英）
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老洞４０平均値 ( ％）７１．１９
無跡群標準佃差土１．７３

尼崎大平３３平均値 ( ％）７２．１

1 号窯跡標池偲差 ± 0 . 9 6

1. 01

士0. 09

０．９７
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1 8 . 6 6 ３．１７０．０２１．８２

± １．０６± 0 . 9 0 ± 0 . 0 1 ± ０．０６
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